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In April of 2018 the author acquired a two-scroll Tateyama mandara through Yahoo! 
Japan’s auction website, Yafuoku! It arrived from an antique-art dealer in Shizuoka City 
with no additional information about its provenance. As it is currently in the author’s 
collection, it is herein referred to as the Fukue-ke Tateyama mandara.  
The two scrolls are probably remounted fragments that survive from what was 
originally a set of four hanging scrolls. The fragments depict scenes of Tateyama’s “hell” 
and of a ritual that was held in Tateyama’s foothills called the Cloth-bridge Consecration 
(Nunobashi kanjō-e). The placement of that ritual within the overall composition indicates 
that it is an Ashikuraji-type Tateyama mandara. Closer inspection reveals resemblance to 
the oldest extant Tateyama mandara versions, leading the author to speculate that it too 
is a relatively old Tateyama mandara. 
In this article the author first analyzes the composition and iconography of the 
Fukue-ke version. Then he compares it to the Raigōji, Tsuboi-ke A, and Konzōin Tateyama 
mandara versions in order to establish its historical placement among these early 
Ashikuraji-type Tateyama mandara. 
The Raigōji Tateyama mandara has long been regarded as the oldest among 
Ashikuraji-type Tateyama mandara versions. This comparison of early representations of 
the Cloth-bridge Consecration Rite, however, suggests that the Fukue-ke Tateyama 




 筆者は 2018 年 4 月にインターネットオークションサービス「ヤフオク！」によって２幅１
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内寸で縦 67.3cm×横 48.5cm、外寸で縦 149.5cm×横 62.7cmである。姥堂や布橋が描かれた











































『相真坊Ｂ本』→絹本４幅、縦 150.0cm横 216.5cm 
『大仙坊Ａ本』→絹本４幅、縦 133.0cm横 157.0cm 














 第 2図の 1・2・3・4・5・6の人物群のうち、『大仙坊Ａ本』では 5・6が削除されている。
第 2図の『筒井家本』で C「牛石」・D「堂舎」が削除されている。第 3図の 3・4・5人物群








 第 3図の『筒井家本』の 9の人物「道元」と猿の群れは付加されたものである。 
【③ 置換】 




 第 2図の『筒井家本』の A「閻魔堂」と B「五重の塔」は、『相真坊Ｂ本』と『大仙坊Ａ本』
のそれを変形させたものである。第 2図の『大仙坊Ａ本』と『筒井家本』の A「姥堂」及びそ
のなかの「姥尊像」は、『相真坊Ｂ本』のそれを変形させたものである。第 3図の『大仙坊Ａ
本』の 6「三途の川の奪衣婆と衣柳樹」は第 3 図の『相真坊Ｂ本』のそれを変形させたもので








































図を作成し（『来迎寺本』→第 4図、『坪井家Ａ本〔元図〕』→第 5図-1・第 5図-2、『金蔵
院本』→第 6 図-1・第 6 図-2）、それぞれの作品の画面上に、同じ説話からなる A から K ま
での区画を設けた。なお、区画の名づけは次のとおりである。A閻魔王庁、B剣の山（等活地







『来迎寺本』→紙本４幅、縦 164.5cm×横 240.0cm 
『坪井家Ａ本（原図）』→紙本４幅、縦 176.0cm×横 186.0cm 






者、4業秤、5檀荼幢の図像が見られる。『来迎寺本』では Aの区画は A-1と A-2に分割され






























上がる建物だけが描かれている（第 1 図 1）。これらに対して、『来迎寺本』は放火に関する






































が（第 1図 8、第 5図-1-8、第 6図-1-11）、『来迎寺本』では 1名が付加され、2名描かれて











ているが（第 4図 14、第 1図 12）、これは立山地獄谷の油〆地獄を表していると考えられる。
『坪井家Ａ本（原図）』と『金蔵院本』では獄卒が亡者の舌を抜く場面の近くに、獄卒が亡者
を石材と石材の間に挟み込んで圧迫し、上からハンマーのようなもので叩く様子が描かれてい

































 G の区画は、阿修羅道（拙著『立山曼荼羅』55 頁～57 頁を参照）に関する図像が描かれて
いる。『来迎寺本』と『坪井家Ａ本（原図）』、『金蔵院本』では阿修羅道の場面で、切腹す
る武士が描かれているが（第 4図 18、第 5図-1-23、第 6図-1-22）、『福江家本』には描かれ
ていない。『来迎寺本』では阿修羅道の場面で、斬り合う武士（第 4図 17）と無常大鬼（第 4
図 19）が連動していない。『坪井家Ａ本（原図）』と『金蔵院本』では阿修羅道の場面で、斬
り合う武士（第 5図-1-22、第 6図-1-20）と無常大鬼（第 5図-1-24、第 6図-1-21）が連動し
ている。『福江家本』は微妙な表現であり、斬り合う武士に（第 1図 18）対して、無常大鬼（第
1図 19）の視線がかみ合っていない。阿修羅道の太鼓は、『来迎寺本』では皮が無地（第 4図





 H の区画には、姥堂及び姥尊（拙著『立山曼荼羅』100 頁～105 頁を参照）、布橋灌頂会の
白布が描かれている。『福江家本』と『来迎寺本』では姥堂（第 1 図 20、第 4 図 20）のなか
に本尊３体の姥尊（第 1 図 21、第 4 図 21）が描かれている。『坪井家Ａ本（原図）』と『金
蔵院本』では、姥堂（第 5 図-2-25、第 6 図-2-23）のなかに多数の姥尊（第 5 図-2-26、第 6
図-2-24）が描かれている。『来迎寺本』では姥堂の向きは正面を向いている（第 4 図 20）。
『福江家本』では画面に対して斜め左を向いている（第 1図 20）。『坪井家Ａ本（原図）』と































で襲う様子（第 1 図 27）が描かれている。その上部に衣柳樹らしき樹木（第 1 図 26）が描か
れている。『坪井家Ａ本（原図）』と『金蔵院本』では、姥堂のすぐ横に衣柳樹（第 5図-2-30、
第 6 図-2-28）と奪衣婆が亡者の胞衣を奪おうとする様子（第 5 図-2-31、第 6 図-2-29）が描

















亡者が牢獄に入れられ炎で焼かれる様子が描かれている（第 1図 10、第 4図 10、第 5図-1-12）。
『福江家本』、『来迎寺本』、『坪井家Ａ本（原図）』、『金蔵院本』には、亡者が 200肘の
厚さの猛火で焼き尽される図像が描かれている（叫喚地獄の雲火霧処〔拙著『立山曼荼羅』48





























































































 これに対して、『坪井家Ａ本（原図）』（第 7図）と『金蔵院本』（第 8図）では、目連（第
7図-C、第 8図-C）の図像が施餓鬼法要の図像のなかに取り込まれたかたちで描かれている。
また、施餓鬼法要（第 7図-D、第 8図-D）の祭壇の直前に、獄卒の槍で串刺しにされた目連の
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